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資料

Basicによる 1200BPSでのパーソナルコンピュー
ターの端末制御プログラム(tss-yy)の作成

四国女子大学

栄養生理学教室吉村幸雄

1. はじめに

パーソナルコンビューターのインテリジェント端末化の方法については、すでに多くの報告があ

1-6) 
るが、 それらの大部分は 300BPSの速度によるものである。しかも、 Basic言語による 1200

BPSの速度でのインテリジェント端末化のプログラムは不可能で、一部機械語によらなければな

らないだろうと報告している。

ところで、今年度の初頭になって 1200BPSの音響カップラーが米国製ではあるが日本でも入手

できるようになって、電々公社への手続きなしに端末制御のソフトウェアさえあれば、実に簡単に

大型計算機との接続ができる。当研究室でも Recal-Vdic社(VI3412J)の音響カップラーを購

入し、パーソナルコンヒ°ューターのインテリジェント端末化を試みた。

言語は機械語なしでBasicのみで可能と信じソフトウェアの作成を試みた。実の所、 1200BPS

での端末制御ソフトウェアは無理だろうという事を知らず、音署カップラーを購入してしまったの

が本音である。

使用したパーソナルコンビューターは Bubcom80であるが、 このコンヒ°ューターは若干処理

速度が遅く、多量のデータを受信する時はフロッピーディスクの書き込みができないなどの問題が

あって悩んでいたところ、徳島大学医学部栄養生理学教室のPC8800を使う機会があったので、

PC 8800用のソフトウェアに変更してテストした所、期待した通り、十分使用できるので、このソ

フトウェアを公開します。この時変更した点は、両機種とも Micro-soft系の Basicであった

から、まったくキーワードが異なるのはRS232Cを定義する所だけであった。 したがって他の

Micro-soft系のBasicを使用したパーソナルコンヒ°ューターであればわずかな変更で使用でき

ると思う。さらに喜ばしいことであるが、 PC8800及びBubcom80 ともに標準フロッピー構成

であったので、ソース形式でセープしたプログラム (save" 000 " , A)やデータはフロッヒ°

ーディスクで互換がとれ、お互いのソフトウェアが共有できる。プログラムの作成にあたって、横

1) 
浜国大の有澤博氏の作成したプログラム を無断ではあるが多くを利用させていただきましたこと

をおことわりし、ここに謝意を表します。又、徳島大学栄養生理学教室にはPC8800を使用させ

ていただき深く感謝します。
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2. 

Cl) 

プログラムの概要及び使用法

アルゴリズムの改良点

300 BPS (従来刑） tss-yy' 

□
↓
□
ロ

⇒ 
no 

tss 

main, レーチン

yy (概略）

割込み処理

すべての TSS端末制御プログラム

の基本的な部分は次の 3点から構成さ

れる。

①
 

②
 

送信するデータをキーボードよ

より入力する）レーチン(Key-in)

送信ルーチン (Line-out)

受信ルーチン (Line-in)

従来型 300BPSのプログラム
2-6) 

③
 

は図 1に示す通り 3つのルーチンをル

ープしている。これの欠点は、たとえ

ば次々とRS232C

れると予想されてもプログラムの制御

は必ず、

にデータが入力さ

キーボードの入カルーチンに

移り、ついで受信ルーチンにプログラ

ムの制御が移るから、無駄なステップ

を踏む。

そこで図の右上のフローを見ればわ

かるように、 RS232Cにデータが入

Fig_ 1 

力されているかいないかを調べて、も

しデータが存在すれば、受信ルーチン

のみをループし、計算機は受信に専念

できる。

しかしながら、上記の二点のアルゴリズムは基本的には 3つのルーチンを）レープしている事には

変りがない。このままでは困る事がある。例えば、 Key-inJレーチンでプログラムの制御がとま

った時に、仮にデータが RS232Cに入力されても、データは Linebuffer overflowを起こ

すだろう。又、プログラムの拡張性がない（プログラムを大きくするとそれだけ一回り）レープする

のに時間を多く消費する）。

そこで、 tss-yyに見るように、メインルーチンと受信｝レーチンをそれぞれ独立させ、並列処

理が可能になるようにした。すなわち普通はプログラムの制御はメインルーチンにあるが、

ータが RS232Cに入力されると割込みされ、制御は受信ルーチンに移る。
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チンがどんなに長くても、又どんな仕事をしていても（ただし input文の実行時は、割込みを受け

つけない）プログラムの制御は受信ルーチンに移るというわけである。

(2) プログラムの概要

普通の TSS端末にもとめられる機能の上にパーソナルコンビューターの持つインテリジェンス

を追加した。

1) パーソナルコンビューターの持つ画面編集機能が使用できる。

2) オフラインの状態（もちろんオンラインでも可）で送信すべきデータ、プログラムを前もっ

て編集し、それをたくわえて、（本プログラムではテキストと呼ぶ）後に一括して送信する。

tss -yyのア）レゴリズム

/・Key 
の押下

;;,, 

＜ 
return 

割込みの発生
＞ 

(on com gosub) 

y < 
return 

。n ＞＿ 
~ 

する時の file名のまちがい等あらゆる実行

時から退避でき、プログラムの制御は、先頭

に移る。

[Z]: Brake ホストにプレイク信号を送出。
区月： Di (sk)→ TX DiskにあるFileのデータをテキストに入力する。
区： no LP, LPの選択。 LPを選択すると、この時点から会話のデータやFileのdump、

Line-out 

（送信ルーチン）

ファンクションKeyの説明

~: on line , off line の選択

区： mem(ory) on, mem(ory) offの選択。
mem onでは受信データをテキスト(Dim

T$(800))に取り込む。

区： Disk on, Disk off の選択。
Disk onで、受信データをフロッヒ°ーディ

スクに出力する。

ビ： ESC(ape)の実行。
送信データの入力まちがい、データをsave

①
 

Fig. 2 

テキストのListを Lineprinterに出力する。

区： Dump 指定したFileを CRT,printerに出力する。
区： end プログラムの終了。

□ : ID と pass wordをホストに送信する。
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次に実行時の実際の画面を下図に示します。

tRIJII TL! BH1PMLTRG, R 

DO ¥'/JU Hf1NT TO USE A FILE FOR INPUT<YES OR NO) 
= t¥O 

EMTER NUHBER OF VARIABLES (11) A/10 NUMBER OF OBSERVATIOIIS OIi 
= 2, 10 

ENTER DATA ... X(l 1) X(l 2)){(! 3) .. ,X(! ID, V(I) 
X(2, 1) ,X (2, 2) ,X(2 ,3),, .X<2 ,Ml, Y<2> 

X(ti,1) ,X<N,2) ,X(t{,3) ... XOl,M) ,'/(10 

ti ... NUMBER /JF OBSERVAT !OMS 
H ... HUMBER OF VAR !ABLES 

= HE 
1 =1,2,3 
2 =2,3,4 
3 =3,4,5 
4 =5 6 10 
5 =to.20,30 

こ阻下百和...TEXT ,1 ? text 5 rece,v 167 send 7 
!:on line 2:mem off 3:disk off 4:esc 5:brake 6:Di-〉tx 7:noLP 8:dump 9:end 

Fig, 3 

日本電気提供の TSS

/LIB-6 

統計計罪編の重回帰分

析プログラムを起動し

た所である (TLIBH

/PMLTRG, R)。

次に観測データの入

力要求があり、 ¥TE  

コマンドを使いそのデ

ータを端末側のテキス

トに作成中である（実

際はプログラムを起動する前に、テキストにデータを作成してからホストに送信するのが望ましい）。

CRTの24、25行が TSSの状態を表示する領域です。 25行に fl-J.9の状態を表示し、一

目で確認できます。 24行には、例えば現在の状態すなわち TEXT作成中及び Key in できる状

態 ("Key inデキマス”が表示されていないと Key inはできません）を表示しています。さ

らに TEXTは5行つくられており、今は 6行目を作成中です。 その横にはカウントした受信デー

タ(receive) および送信データ (send)の紐を表示します。

コマンドの説明

Key入力したデータの先頭の文字が"¥"であれば送信データでなくコマンドと解釈します。

¥TE (XT) or ¥TX  

これを入力するとテキスト作成モードになり、 レコード数を先頭に表示し、 "="以降にデータを

入力します。又この TEXTモードは画面編集機能を利用でき、すでにつくられた TEXTを訂正

できます。例えば、 TEXTの 2行目の 2,3,4 を 2,3,1

せ 2,3, 1 と訂正しリターンキーをおせば 2行目が 2,3, 1 

と変更する場合、カーソルを上に移動さ

と訂正できます。 もしこの時 "2=" 

を消去してリターンキーをおせば、行番号が見当らないので、現在作成中の行番号、すなわち 6行

目にデータが入力されます。

¥DE (LETE) 

テキスト行の削除。

or ¥DEnぃ 吻， n3 or ¥DEn1 - nz 

¥DEでは、削除すべき行番号を次に聞いてきます。 " , "で区切ると n1,

n2, n3 行のみ削除、 ¥DEn1―四と入力すると n1行から匹まですべて削除します。
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¥IN(SERT) or¥IN1 or¥IN1.2 

¥INを入力すると insertする行番号を次に聞いてきます。上記の右2つの命令はいずれも 1

行目から 2行目の間に TEXTを1行追加します。

¥ED(IT) or¥EDn 

先の¥TEでデータの訂正が十分可能だが画面に表示されないテキストは訂正できないので、

¥EDnと行番号を指示してやると、その行を表示して訂正可能になる。ただしその行のみの訂正

である。

¥LI or¥Lin  

¥LI と入力すれば、テキストを最初から終りまで表示する。途中表示を中止する場合は、 f4 

(ESC)を押す。 ¥Linと行番号も同時に入力するとその指定した行から 21行のみを表示する。

¥ER (ASE) 

TEXTのデータをすべて消去。

¥LP 

これは、 .f.7(LP)と少し異なり、 TEXTのみの printerへの出力。

¥SE (ND) 

TEXTあるいは DiskのFileの送信。一括送信も ("READ FDD"コマンドを入力）も可能

である。

¥SA(VE) 

TEXT data の DiskFileへの save。

¥LO (AD) 

Disk file のデータをテキストを入力する。一部のデータのみ入力する場合はレコード番号を指

定しなければならない。したがって、 fileをdumpして行番号を知る必要がある。

¥DU (MP) 

Disk fileのデータの出力。

¥EN (D) 

プログラムの終了。
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10 WIDTH 80,25 
20 CONSOLE 0,25,0,1 
30 DEFINT C,F,U,V,I 
40 C2=400:DIM T$(C2) 

プログラム List その1

SO ON COM GOSUB 230:0N KEY GOSUB S00,470,420,540,620,1740,580,1850,1930,660 
60 ON ERROR GOTO 710 
70 CLS:CONSOLE 0,23 
80 COLOR 4:LOCATE 0,24:PRINT'1:on line 2:mem off 3:disk off 4:esc S:brake 6 
: Di->tx 7:noLP 8:dump 9:end':COLOR 7 
90 VL=O:VT=O:VR=O:F1=0:F2=0:F3=0:F7=0 
100 LOCATE 47,23:PRINT'text O':LOCATE 70,23:PRINT'send O' 
110 LOCATE 57,23:PRINT'receive O'  
120 KEY ON:COM ON 
130 LOCATE 10,18:PRINT'___, tss-yy (PC<---〉 AC0S1000) by yoshimura v1.0"" 
'"''"●'"'、""""'
140 GOSUB 510:'RS232C on 

150' main loop ,,,,, "" ,,,, ,, 
160 LOCATE 0,22 
170 COLOR 7 
180 GOSUB 290:'key-in sub 
190 IF LEFT$CTA$,1)="¥" THEN 780 ELSE GOSUB 370 
200 LOCATE 51,23:PRINT VT; :LOCATE 63,23:PRINT VR; 
210 GOTO 160 

220'1. 1rie-1r, sub ,,,,, "" , 
230 COLOR 5:COM OFF 
240 IP=PORT(1):VR=VR+1:IF IP THEN 8$=INPUT$(IP,#1):PRINT 8$;:ELSE COM ON:RETURN 
250 IF F3 THEN PRINT #3,8$; 
260 IF F2 THEN T$(VT)=8$:VT=VT+1 
270 GOTO 240 

280'key in -sub rem -
290 TA$='':LOCATE 0,23:PRINT '一 key in テ` キマスー';:LOCATE0,22 
300 A$=INKEY$:IF A$=''THEN 300 
310 IF A$=CHR$(&H1E) THEN LINE INPUT TA$:TA$=TA$+CHR$(&HO):GOTO 350 
320 IF A$=CHR$(&H1C) OR A$=CHR$(&H1F) THEN 300 
330 IF A$=CHR$(29) THEN PRINT CHR$(29);'';CHR$(29);:TA$=LEFT$(TA$,LEN(TA$)-1): 
GOTO 300 

340 TA$=TA$+A$:PRINT A$;:IF CHR$(&HO)OA$ THEN 300 
350 LOCATE 0,23:PRINT. SPC<18);:RETURN 

360'line-out sub -
370 IF F7 THEN LPRINT・s:';TA$ 
380 IF F1=0 THEN 400 
390 VS=VS+l:LOCATE 74,23:PRINT VS::LOCATE 0,22:PRINT #1,TA$;:RETURN 
400 LOCATE 0,22:PRINT'not online':RETURN 

410'f.3 disk on sub -
420 F3=1-F3:I3=1 
430 LOCATE 23,24:IF F3 THEN COLOR 5:PRINT'disk on';ELSE COLOR 4:PRINT'disk of 
f'; :CLOSE 3 
440 LOCATE 0,22:IF F3 THEN INPUT ・紐 save file (line ---> disk) 紅 input unit, f 
i 1 e name:';UNIT$, NA$: OPEN UNIT$+':'+NA$ FOR APPEND AS #3 
450 I3=0:GOTO 650 
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460'f,2 memory on sub=---
470 F2=1-F2 

プログラム List その 2

480 LOCATE 13,24:IF F2 THEN COLOR 5:PRINT'mem on';ELSE COLOR 4:PRINT'mem off' 

490 GOTO 650 

500'f,1 sub -
510 F1=1-F1:REM IF Fl THEN OPEN'COM:E71 S'AS #1 
520 LOCATE 2,24:IF Fl THEN COLOR 5:PRINT'on line';ELSE COLOR 4:PRINT'offline' 

530 GOTO 650 

540'f,4 escape _... 
550 LOCATE 0,22:PRINT ・経 escaped **' 
560 CLOSE 2:IF 13 THEN I3=0:F3=1:GOSUB 420 
570 GOTO 565 

580'f.7 hard copy -
590 BEEP:F7=1-F7 
600 LOCATE 61,24:IF F7 THEN COLOR 5:PRINT'LP';ELSE COLOR 4:PRINT'noLP'; 
610 GOTO 650 

620'f, 5 brake out -
630 IF Fl THEN BEEP:FOR 1=1 TO 80:0UT &H21,&H3F:NEXT I :OUT &H21,&H37 
640 RETURN 
650 LOCATE 0,22:COLOR ?:RETURN 

660'f.10 send ID no & passw. 一
670 TA$='6700252545$password'+CHR$(&HO) 
680 GOSUB 370 
690 RETURN 

700' error routine ,,,,,. ●'・"'''"''11,:,,:,':':: ・『:,
710 COM OFF:KEY ON:IF ERR=23 THEN OPEN ℃ OM:E71 S'AS #1:COM ON:RESUME 160 
720 COM ON:IF ERR=S THEN RESUME 160 
730 IF ERR=52 ANO ERL=440 THEN OPEN UNIT$+':'+NA$ FOR OUTPUT AS #1:RESUME NEXT 
740 IF ERR=53 THEN PRINT·~ 咲 error粒 filenot found':RESUME 160 
750 IF ERR=8 THEN RESUME 160 
760 LOCATE 0,22:PRINT'system error';ERR;ERL 
770 RESUME 160 

780 LO$=MI0$(TA$,2,2) 
790 IF LO$='TE'OR LO$='TX'THEN 850 ELSE IF L0$='0E'THEN 1070 ELSE IF LO$='IN' 
THEN 960 . 

800 IF LO$='ER'THEN 1640 ELSE IF LO$='LI'THEN 1500 ELSE IF LO$='ED'THEN 1220 
810 IF LO$='DU'THEN 1850 ELSE IF LO$='LP'THEN 1590 ELSE IF LO$='SE'THEN 1290 
820 IF LO$='SA'THEN 1680 ELSE IF LO$='LO'THEN 1680 ELSE IF LO$='EN'THEN 1930 
830 LOCATE 0,22:PRINT'command invalid' 
840 GOTO 160 

850'text¥TX -
860 LOCATE 0,23:PRINT '一 keyinテ＂キマスー"' TEXT I¥ ?' 
870 LOCATE 0,22:PRINT VT+1; 
880 IF VT〉C2THEN 930 
890 COLOR 4:PRINT CHR$(224); 
900 COLOR 7:LINE INPUT A$:IF A$=''THEN 950 ELSE I=INSTR(A$,CHR$(224)) 
910 IF I THEN VL=VAL<LEFT$(A$, I-1)) :A$=MI0$(A$, I+1) :T$(VL-1)=A$ ELSE 940 
920 IF VL〉0 AND VLくVT+1 THEN LOCATE O,CSRLIN-1:PRINT SPC(79);:ELSE 940 
930 LOCATE O,CSRLIN:PRINT VL;CHR$(224);:PRINT A$:LOCATE O,CSRLIN:GOTO 900 
940 VL=O:T$(VT)=A$:VT=VT+1:LOCATE 51,23:PRINT VT;:LOCATE 0,22:PRINT VT+1;: 
GOTO 880 

950 LOCATE 20,23:PRINT SPC<18);:GOTO 160 
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プログラム List その3

960'INSERT¥IN -
970 IF LEN (TA$) =4 THEN LOCATE 20, 23: PR I NT'INSERT LI NE /¥ ? " : GOSUB 290 ELSE VL= 
FIX(VAL< MIO$(TA$, 4))): GOTO 990 

980 VL=FIX(VAL<TA$)): IF TA$=CHR$(&HD) THEN 1060 
990 LOCATE 6,22:PRINT'line'+CHR$(224);:IF VL>C2 THEN VL=C2 
1000 IF VT+1>C2 THEN 1050 
1010 LOCATE 12,22:LINE INPUT A$:l=INSTR(A$,CHR$(224)):IF I THEN A$=MI0$(A克 I+1)
1020 IF CSRLINく22THEN LOCATE 10,22:PRINT A$ 
1030 FOR IN=VT TO VL STEP -1:T$(!N+1)=T$(!N):NEXT IN:T$(VU=A$ 
1040 VL=VL+1:VT=VT+1:LOCATE 51,23:PRINT VT;:TA$="':GOTO 1060 
1050 LOCATE 0,22:PRINT'buffer full"; 
1060 LOCATE 20,23:PRINT SPC(15);:GOTO 160 

1070'DELETE¥DE......,. 
1080 IF LEN<TA$)=4 THEN LOCATE 20,23:PRINT "DELETE LINE I¥ ?':GOSUB 290:VL=VAL< 
TA$)-1:T$(VU="':GOTO 1140 

1090 11=4 
1100 I2=INSTR<I1,TA$,","):IF 12 THEN T$(VAL<MI0$(TA$,I1,I2-IU)-1)="":Il=I2+1: 
GOTO 1100 

1110 T$(VAL<MI0$(TA$, Il))-1)='": !1=4 
1120 I2=INSTR< I 1, TA$," -"):IF I 2 THEN VS=VAL< MI0$(TA$, I 1, I 2-I 1))-1: VL=VAL< MIO$(TA 
$, !2+1))-1: FOR I =VS TO VL: T$(I)=": NEXT I: ELSE T$(VAL< MIO$(TA$, 4))-1)="" 
1130 IF VL>C2 THEN VL=C2 
1140 I=O:Il=O:K=0:12=0 
1150 IF T$(l)=" THEN I=I+l:!2=12+1:ELSE 1170 
1160 IF I2<VT THEN 1150 
1170 T$(!1)=T$(I):!1=I1+1:I=I+1 
1180 IF IくVTTHEN 1150 
1190 IF T$(VT-1)=" THEN Il=Il-1 
1200 LOCATE 19,23:PRINT SPC(17); 
1210 VT=Il:LOCATE 51,23:PRINT VT:GOTO 160 

1220'edit¥ED -
1230 IF LEN<TA$)=4 THEN LOCATE 20,23:PRINT'edit 1 ine I¥ ?"; :GOSUB 290 ELSE VL= 
VAL< MIO$(TA$, 4))-1: GOTO 1260 

1240 IF TA$=CHR$(&HO) THEN LOCATE 20,23:PRINT SPC<13);:GOTO 160 
1250 VL=VAL< TA$)-1: LOCATE 5, 22 
1260 LOCATE 0,22:PRINT VL+1;CHR$(224);T$(VU; 
1270 LOCATE LEN(STR$(VU)+2, CSRLIN: LINE INPUT T$(VU: I=INSTR(T$(VU, CHR$(224)): 
IF I THEN T$(VU=MI0$(T$(VU,I+1) 

1280 LOCATE 20,23:PRINT SPC<lS):GOTO 160 

1290'SEND半SE-
1300 KEY ON:LOCATE 0,22:INPUT'send data I¥ text (0) or file (1) ",11 
1310 IF I1 THEN INPUT "input unit, & file name: ";UNIT$,NA$:OPEN UNIT$+':'+NA$ F 
OR INPUT AS #2 
1320 IF 11=0 THEN LOCATE 0,22: INPUT 'send data /¥ 1 record ツ＂ッカ (0) or 1 卜＂こカ
(1)"; 12 

1330 IF !1 OR !2 THEN LOCATE 0,22:PRINT CHR$(&H22);"READ FDD';CHR$(&H22) ;'トソりシ
ン tョ ー―----> READY トナレ／＼＂ソりシンカノり ':GOSUB290:GOSUB 370 
1340 LOCATE 5,23:PRINT ・経 OK ? press any key *沃．；
1350 IF 11 OR 12 THEN A$=INKEY$:IF A$=''THEN 1350 
1360 IF I1 THEN 1440 
1370 LOCATE 0,22 
1380 FOR I=O TO VT-1 
1390 IF 12=0 THEN A$=INKEY$:IF A$=" THEN GOTO 1390 
1400 PRINT T$(!) 
1410 IF 12 THEN TA$=T$(l)+CHR$(&HA) ELSE TA$=T$(l)+CHR$(&HO) 
1420 GOSUB 370 
1430 NEXT !:GOTO 1470 
1440 WHILE NOT(EOF(2)) 
1450 LINE INPUT #2,TA$:TA$=TA$+CHR$(&HD):GOSUB 370 
1460 WEND:CLOSE2 
1470 IF 11 OR 12 THEN TA$='$$$EOF':GOSUB 370 
1480 LOCATE 5,23:PRINT SPC(13) 
1490 GOTO 160 
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プログラム List その 4

1500'LIST¥LI -
1510 IF LEN<TA$)=4 THEN VS=O:VL=VT-1:GOTO 1530 
1520 VS=VAL<MI0$(TAS,4))-1:IF VT>VS+22 THEN VL=VS+22 ELSE VL=VT-1 
1530 PRINT:LOCATE 0,22 
1540 FOR I=VS TO VL 
1550 COLOR 4:PRINT I+l;CHR$(224);:COLOR 7:PRINT T$(I) 
1560 IF F7 THEN LPRINT I+l;':';T$(I) 
1570 NEXT I 
1580 LOCATE 20,23:PRINT SPC(14);:GOTO 160 

1590'output line printer¥LP -
1600 FOR I=O TO VT-1 
1610 LPRINT 1+1;CHR$C224);T$CI) 
1620 NEXT I 
1630 PRINT:GOTO 160 

1640'text clear¥ER -
1650 VT=O:LOCATE 51,23:PRINT VT;.':ERASE T$:OIM T$(C2) 
1660 GOTO 160 

1670'PF 6 SUB DATA SAVE¥SA -
1680 KEY ON:LOCATE 0,22:INPUT ・粒 TEXT ノ SAVE 粒 unit, File name, saved file is 
new(1) or old(O)';UNIT$,NA$,l 
1690 IF I THEN OPEN UNIT$+':'+NA$ FOR OUTPUT AS #2 ELSE OPEN UNIT$+':'+ NA$ FOR 
APPEND AS #2 

1700 FOR I=O TO VT-1 
1710 PRINT #2,T$C!):IF F? THEN LPRINT T$<I) 
1720 NEXT I:CLOSE 2 
1730 GOTO 160 

1740'f,6 or¥LO disk file ---)text -
1750 KEY ON:LOCATE 0,22:INPUT ・冦 file -) text 紅 unit, file name, data are all( 
1) or partCO) ";UNIT$,NA$,I 
1760 IF I=O THEN INPUT'input start record, end record';I1,I2 ELSE 11=0:12=0 
1770 I=O:OPEN UNIT$+':"+NA$ FOR INPUT AS #2 
1780 WHILE NOT EOF(2) 
1790 LINE INPUT #2,A$:I=I+1:IF Il<=I THEN T$(VT)=A$:VT=VT+1:IF F7 THEN LPRINT A$ 
1800 IF I2=I THEN 1820 
1810 WEND 
1820 CLOSE 2 
1830 LOCATE 51,23:PRINT VT; •• :GOTO 160 

1840'file dump f,8 or¥DU_,. 
1850 KEY ON:LOCATE 0,22:INPUT 紐 filedump 粒 inputunit, file name';UNIT$,NA$ 
1860 OPEN UNIT$+':'+NA$ FOR INPUT AS #2 
1870 I=O:WHILE NOT<EOFC2)) 
1880 I=I+l:LINE INPUT #2,A$:COLOR 4:PRINT I;CHR$(224);:COLOR 7:PRINT A$ 
1890 IF F7 THEN LPRINT I;CHR$(224);A$ 
1900 WEND 
1910 PRINT ・経 data end 知 E':CLOSE 2: GOTO 160 

1920'program end¥EN , , , 
1930 KEY OFF:KEY (1) OFF:CLOSE:CONSOLE 0,25:CLS 
1940 LOCATE 20,15:PRINT ,,''" I JOB END ,,,:,: ,:,,,,,,,,,,,,,,,,, 

1950 CLOSE:END 
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(3) プログラムListの説明

変数 T$(C2) : テキストを入力するディメンション。 C2はその大きさ。

VT : テキストに入力された行数。ただし、 260行の memoryon にした時に入力さ

れるテキストの1行は、ホストから送信した 1論理レコードでなく、 Lineにた

またま存在したコードである。通常は端末の速度の方がホストの送信速度よりも

早いため、 1論理レコードがいくつもに切断されてテキストに入力されてしまう

ので、この場合の利用価値は少ない。これを避ける方法は 2点ある。 1つには、

CRコードがLine に入力するまで待ちつづけて所定の変数に取り込む Line

input fl, A$を使用する方法である。この文が使用できれば非常に都合が良

いが、残念ながら使えない。次の方法はLineより取り出した文字列を加工する。

この方法も Bubcom80にとっては難しい。

VR: 受信されたレコード数。上記の所で述べた理由により、論理レコード数と一致しない。

60行 on com gosub 260 は割込み先の定義。 onKey gosub 510, ……は fKey 

の押された時の分岐先を定義。

150-210行

220-270行

メインループ。 Key-inルーチンは gosub290 -350行である。 リターン

コードまでを 1レコードとして、先頭の文字が"¥"でなければ (190行）、

Line-out; レーチン(gosub370-400)に分岐する。

Line -in; レーチン。 230行の comoffは必要である。

Lineから入力する方法は ① input $ (n, * 1) 
② Line input釘， A$

③ input * 1, A$ の3点ある。

③は"'"までのデータを A$に読み込む。ただしこのTSSでは使用できない。

ところで受信データは下図のようになっている。

7 j6xDELI LFI 0-4xDELI データ M~ 
データは、先頭にDELコード群、末尾にCRコードを付加している⑰界通常で

ある。そして次のレコードまでにはわずかなインターバルがある。したがって

Line input文を使用すれば、 受信データと歩調がとれ十分その速さに追従

でき、後の処理も容易になる。ところが、残念な事に最終レコードのみ CRコ

ードをホストが送出していないのでこの文も使用できない。
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410-690行 各ファンクションの設定。 Fl,F2, F3, F7の値が 1の時はいずれも onの

状態になる。 f.4はESC(ape)処理。 570行の goto565 は飛び先が存在

しないのでエラーが発生する。つまり故意にエラーを発生させ(ERR=8, 

750行を見よ）、ある状態から抜けだそうという訳である。

3. 最後に

1200BPSの通信速度は 300BPSのものと比べ、すこぶる使用感が良く、画面を見つめて待つと

という動作がなくなった。これからますます TSSの拡大とあいまって 1200BPSに対する要望も

強くなると思う。

本プログラムを作るにあたって気がついたことだが、端末側のパーソナルコンヒ°ューターはまだ

まだ非力であるにもかかわらず、ホストからのデータは選択の余地もなしに一方的に送られてきて、

これを受ける端末側が自分のものにデータを加工しなければならないことである。例えば DELコ

ードは 1レコードに6から 12個と数もきままに付加されて送出されるが、 TSSの初期に使われて

きたCRTなしのミニプリンター形式のものにはそれは必要欠くべからずのものだが、 CRT表示を

主体としたパーソナルコンビューターにはまったく不必要なものでホストとのコミュニケーション

に障害さえもたらす。これらを処理する事は端末側にとって非常に負担で余裕のあるコミュニケー

ションができない。そこで、ホストの大型計算機にとってその能力は余るものがあるはずであるか

ら、もう少し端末の面倒を見てもらう事を期待したい。
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